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宇宙の粒子加速の中でも、広範囲に粒子を散逸できる現象の一つにブラックホールジェットがある。特に、銀
河中心にある巨大ブラックホールからのジェットは、銀河全体や銀河を超えてその粒子の散逸過程に寄与してい
る。しかし、巨大ブラックホールで加速された粒子が、そもそもレプトンなのかハドロンなのか、どのように散
逸が起こるのかを観測的に明らかにするには、人間のタイムスケールでは変化が小さく極めて難しい。
SS433は、わし座の方向約 5.5kpc にある超新星残骸W50の中心に位置する。巨大ブラックホールが中心に

位置するクエーサーと類似点が多いことから、マイクロクエーサーと呼ばれ、極近傍の数天体を除いて人間の
タイムスケールでの変動観測が原理的に不可能であるクエーサーの理解へ向けた手がかりになりうる。我々は、
SS433ジェットの終端領域での特徴を明らかにするため、W50/SS433系の東端領域に存在するホットスポット
の、Chandra 衛星による初めての観測データの解析を行った。その結果、このホットスポットを空間的に分解す
ることに成功し、この放射が 1つの点源と 1つの広がった放射からなることを発見した。また、広がった放射領
域が同領域のVLA (Very Large Array) による電波観測の結果とよく相関していることを確認した。さらにスペ
クトル解析を行い、スペクトルエネルギー分布から、この放射が、磁場B ≲ 50µG、電子の最大エネルギーが数
十 TeV の非熱的な放射モデルと矛盾しないことを確認した。本講演では、これらの結果について報告する。


